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●所在地：四日市市　　●業種：サービス業　　●従業員数：99人（男性25人・女性74人）　※非正規従業員含む


■育児休業取得状況
Ｈ21年度～Ｈ23年11月：女性の育休者 5人／出産者 5人・男性の育休者 2人


財団法人食品分析開発センターSUNATEC


2011年くるみん取得


・計画期間内に男性の育児休業取得者１人以上を目指し、取得者が出た。
・産休中、育児休業中及び復職後の職員が利用できる相談窓口を設置した。
・所定外労働削減のため、ノー残業デーを全ての部署で設定し実施した。
・年次有給休暇の取得促進のため、有給取得予定表を用いて計画的な取得を促している。


■行動計画の取り組み内容


Answer　《人事担当者》●役職名：総務グループ人事課リーダー　　●氏名：前田　明子 氏


男性育児休業取得者に、育児休業を取得した感想等お聞きしましたQ


育児休業したきっかけは第二子の育児への参加です。妻との育児分担ができて良かったと思います。妻も
喜んでくれました。A


《男性育休者②》●役職名：第1理化学　　●取得日数：1日間


男性の育児休業取得が認定要件の１つということで、ＷＬＢプロジェクトチームが制度利用を呼びかけて
いたこともあり、第二子のために取得しました。生まれたばかりの子どものそばにいられたことは良かっ


たと思います。妻も「取得してもらって良かった」と話しています。
A
《男性育休者①》●役職名：コンサルティング室　　●取得日数：3日間


行動計画に取り組んでいかがでしたか？
当センターでは、行動計画の目標の一つとして「男性の育児休業取得者１人以上を目指す」ことをあげま
したが、男性職員のうち育児休業対象者が３人という状態でしたので、この目標の達成が最も困難でし


た。そのため、センター内での声かけを積極的に行い、最終的に男性２人が育児休業を取得しました。その後、
職員の育児休業制度への関心も向上しました。経営者が率先して取り組みを呼びかけたことでスムーズに運んだ
と思います。


A
Q


認定を取得しての反響などありましたか？
センター内では「今までになかったジョブリターン制度が導入され利用できるようになって良かった」、
「男性の育児休業への理解やノー残業デーなど自分自身への意識付けができるようになった」との声がで


ています。
　また、社外から男性の育児休業取得についての問い合わせをいただいたり、施策について参考にしたいとの好
評価をいただきました。


A
Q


認定を取得して良かったと思われることは何ですか？
職員のワーク・ライフ・バランスへの意識が高まり、ノー残業デーや計画的に年休を取得するなど所定外
労働の削減につながっています。A


Q


Q&A


Q&A


貴社の「ピカイチ！！」な取り組みを教えてください
両立支援と同時に、業務効率化や多能工化を目指しています。サナテック独自の改善方式としてSPS
（サナテックプロダクションシステム）があります。自分達の業務を見直して効率化を行っています。年


２回チーム単位で発表する機会もあります。
　また、５S活動は清掃、清潔、しつけ、整理、整頓の改善を目標として取り組んでいます。こちらもセンター
内で表彰制度があり、職場のモチベーションアップにつながっています。
　また、職員が急に休んだ場合など、すぐに部門間応援も行えるよう、業務の多能工化を積極的に進めています。


A
Q
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